
攻防篇１
八八艦隊海戦譜

Nobuyoshi Yokoyama
横山信義

立 ち 読 み 専 用
立ち読み版は製品版の1〜20頁までを収録したものです。

ページ操作について
◦頁をめくるには、画面上の□▶（次ページ）をクリックするか、キー
ボード上の□→キーを押して下さい。
もし、誤操作などで表示画面が頁途中で止まって見にくいときは、上
記の操作をすることで正常な表示に戻ることができます。
◦画面は開いたときに最適となるように設定してありますが、設定を
変える場合にはズームイン・ズームアウトを使用するか、左下の拡大
率で調整してみて下さい。
◦本書籍の画面解像度には1024×768pixel(XGA)以上を推奨します。



扉　
　
　

画　

高
荷
義
之

地
図
・
図
版　

安
達
裕
章

編
集
協
力　

ら
い
と
す
た
っ
ふ



目　
　

次

第
一
章　

蘭
印
の
火
の
手 

9

第
二
章　

長
官
勇
退 

19

第
三
章　

米
艦
隊
跳
梁 

43

第
四
章　

ス
カ
パ
・
フ
ロ
ー
空
襲 

115

第
五
章　

第
二
次
テ
ィ
モ
ー
ル
沖
海
戦 

167

第
六
章　

浮
上
し
た
雄
図 

233



140°E

20°N

0°

太平洋

ティモール島

ウェタル島 ロマン島

タニンバル諸島

カイ諸島

スラ諸島

アル諸島

パラオ諸島

グアム島

沖縄

硫黄島

トラック環礁

サイパン島
テニアン島

トレス海峡

レティ諸島

ティモール海

アラフラ海

ニューギニア島

珊瑚海
カーペンタリア湾

モーニントン島

アーネム岬

フィリピン

オーストラリア

バンダ海
アンボン島

セラム島

アンボン

ポート・ダーウィン

ポート・モレスビー

ラエ

ラバウル

カビエン

クーパン

ディリ

ミンダナオ島



20°N

100°E 120°E

0°

インド洋

ス
マ
ト
ラ
島

セレベス海

南シナ海

タイ

ボルネオ島

仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ

ルソン島

海南島

台湾

バターン半島

ジャワ海

セレベス島

ロ
ン
ボ
ク
島

フロレス島

ス
ン
バ
ワ
島

ス
ン
バ
海
峡

ス
ン
バ
島

ロ
ン
ボ
ク
海
峡

ス
ン
ダ
海
峡

マ
ラ
ッ
カ
海
峡

バ
リ
島

ジャワ島

コタバル

マカッサル

バリクパパン

マニラ

三亜

香港

スマラン

スラバヤ

シンガポール

バンコク

サイゴン

コタバル

コレヒドール島

ニコバル諸島

ビルマ海

パラワン島

南西太平洋要図



オークニー諸島

ジルト島

ドー
バー
海峡

ユ
ト
ラ
ン
ド
半
島

ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
半
島

シェトランド諸島

北 海

スカパ・フロー

ヴェスターラント

ノーフォーク

サセックス

ロンドン

パリ

ベルン

ミュンヘン

ミラノ

ジュネーブ

アムステルダム

ブリュッセル

ルクセンブルク

ベルリン

ハンブルク
ブレーメン

キールヴィルヘルムスハーフェン
ブレーマーハーフェン

ベルゲン

欧州北部要図

45°N

50°N

60°N

65°N

55°N

50°N

0° 5°E

5°W
5°E 10°E 15°E

0°

10°E

15°E



八八艦隊海戦譜
―攻防篇１―





第
一
章　

蘭ら
ん

印い
ん

の
火
の
手



10

「
水
測
よ
り
艇
長
。
推
進
機
音
、
左
四
五
度
。
近
い
！
」

　

水
測
長
を
務
め
る
児こ

島じ
ま

太た

郎ろ
う

一
等
兵
曹
の
鋭
い
声
が
、
第

三
二
号
哨

し
ょ
う

戒か
い

艇て
い

の
艦
橋
に
上
げ
ら
れ
た
。

　

第
三
二
号
哨
戒
艇
は
、
旧
式
化
し
た
二
等
駆
逐
艦
「
葵あ

お
い

」

を
改
装
し
、
艦
種
変
更
し
た
も
の
だ
。
三
基
あ
っ
た
缶
室
を

一
基
減
ら
し
、
雷
装
も
撤
去
す
る
代
わ
り
に
、
近
接
用
の
火

器
と
対
潜
兵
装
が
強
化
さ
れ
た
。

　

同
艇
は
現
在―

昭
和
一
六
年
五
月
一
六
日
夜
半
、
姉
妹

艇
の
第
三
一
号
哨
戒
艇
と
共
に
、
蘭
印
の
東
部
に
位
置
す
る

テ
ィ
モ
ー
ル
島
ク
ー
パ
ン
の
西
南
西
海
上
で
、
対
潜
哨
戒
に

当
た
っ
て
い
る
。

　

大
本
営
が
、
南
方
作
戦
の
終
結
を
宣
言
し
た
の
は
、
今
か

ら
半
年
近
く
前―

昭
和
一
五
年
一
二
月
二
〇
日
だ
。

　

帝
国
海
軍
は
、
米
太
平
洋
艦
隊
、
英
東
洋
艦
隊
と
、
そ
れ

ぞ
れ
二
回
ず
つ
の
海
戦
を
繰
り
広
げ
、
激
闘
の
末
に
勝
利
を

収
め
た
。

　

陸
軍
も
ま
た
、
米
国
領
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
制
圧
を
進
め
る
一

方
、
英
国
の
東
洋
支
配
の
拠
点
だ
っ
た
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
を
陥か

ん

落ら
く

さ
せ
た
。

　

内
地
は
、
次
々
と
届
け
ら
れ
る
勝
報
に
沸わ

き
返か

え

り
、
戦
勝

を
祝
う
提

ち
ょ
う

灯ち
ん

行
列
の
灯
が
、
各
地
の
街
路
を
彩

い
ろ
ど

っ
た
。

　

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

い
や
、
占
領
地
の
防
衛
や
治
安
維
持
を
委ゆ

だ

ね
ら
れ
た
部
隊

に
と
っ
て
は
、
戦
争
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
と
言
っ
て
い
い
。

　

わ
け
て
も
、
蘭
印
を
担
当
す
る
第
二
南な

ん

遣け
ん

艦か
ん

隊た
い

の
役
割
は

重
要
だ
。

　

蘭
印
は
、
パ
レ
ン
バ
ン
、
バ
リ
ク
パ
パ
ン
等
の
油
田
を
有

す
る
他
、
鉄
鉱
石
、
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
、
生
ゴ
ム
等
、
戦
略
物

資
の
一
大
産
地
で
も
あ
る
か
ら
だ
。

　

蘭
印
に
お
け
る
戦
闘
は
、
今
年
三
月
よ
り
始
ま
っ
て
い
る
。

　

南
シ
ナ
海
、
ジ
ャ
ワ
海
、
フ
ロ
レ
ス
海
等
の
海
で
、
米
軍

の
も
の
と
思
わ
れ
る
潜
水
艦
の
出
現
が
何
度
か
確
認
さ
れ
て

い
る
の
だ
。

　

第
三
一
号
、
三
二
号
両
哨
戒
艇
は
、
敵
潜
水
艦
の
侵
入
を
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防
ぐ
べ
く
、
モ
ル
ッ
カ
諸
島
の
ア
ン
ボ
ン
を
拠
点
に
、
蘭
印

東
部
の
哨
戒
を
受
け
持
っ
て
い
た
。

「
三
一
号
に
信
号
。『
推
進
機
音
、
左
四
五
度
、
近
』」

「
取と

り

舵か
じ

一
杯
。
針
路
二
二
五
度
」

　

第
三
二
号
哨
戒
艇
の
艇
長
を
務
め
る
樫か

し

原は
ら

修し
ゅ
う

一い
ち

大
尉
は
、

二
つ
の
命
令
を
発
し
た
。

　

三
一
号
、
三
二
号
両
哨
戒
艇
は
、
第
二
哨
戒
隊
に
所
属
し

て
い
る
が
、
司
令
は
第
三
三
号
哨
戒
艇
に
乗
っ
て
い
る
た
め
、

こ
の
場
で
は
先
任
順
位
が
高
い
樫
原
が
二
隻
の
指
揮
を
執と

る

こ
と
に
な
る
。

「
取
舵
一
杯
。
針
路
二
二
五
度
」

　

航
海
長
田た

添ぞ
え

雪ゆ
き

夫お

中
尉
が
、
操
舵
室
に
命
じ
る
。

　

一
〇
〇
〇
ト
ン
に
満
た
な
い
小
艇
だ
け
に
、
舵
の
利き

き
は

早
い
。
命
令
か
ら
さ
ほ
ど
間
を
置
く
こ
と
な
く
、
鋭
い
艦
首

が
左
に
振
ら
れ
る
。

　

時
刻
は
、
日
本
時
間
の
二
三
時
四
一
分
（
現
地
時
間
二
二

時
四
一
分
）。

　

夜
空
に
月
は
な
く
、
無
数
の
星ほ

し

灯あ
か

り
も
、
海
面
を
明
る
く

す
る
力
は
な
い
。

　

闇や
み

に
包
ま
れ
た
海
面
を
、
二
隻
の
哨
戒
艇
は
、
敵
潜
が
潜ひ

そ

ん
で
い
る
で
あ
ろ
う
場
所
に
向
か
っ
て
ゆ
く
。

「
推
進
機
音
、
近
づ
き
ま
す
」

　

児
島
水
測
長
が
、
新
た
な
報
告
を
上
げ
た
。

　

敵
潜
水
艦
は
、
接
近
し
て
来
る
二
隻
に
気
づ
い
て
い
な
い

よ
う
だ
。

「
主
砲
、
砲
撃
準
備
。
目
標
、
本
艦
正
面
」

　

樫
原
は
、
射
撃
指
揮
所
に
指
示
を
送
っ
た
。

　

前
甲
板
で
、
一
二
セ
ン
チ
単
装
砲
が
仰

ぎ
ょ
う

角か
く

を
か
け
、
正

面
を
睨に

ら

む
。

　

ト
ラ
ッ
ク
沖
や
小
笠
原
諸
島
沖
で
、
敵
の
主
力
と
撃
ち
合

っ
た
巨
砲―

紀き

伊い

型
戦
艦
や
加か

賀が

型
戦
艦
の
四
〇
セ
ン
チ

砲
、
劔

つ
る
ぎ

型
巡
洋
戦
艦
の
四
六
セ
ン
チ
砲
に
比
べ
れ
ば
遥は

る

か

に
さ
さ
や
か
だ
が
、
潜
水
艦
と
の
撃
ち
合
い
な
ら
こ
れ
で
充

分
だ
。

　

二
隻
の
哨
戒
艇
は
、
速
力
を
八
ノ
ッ
ト
に
抑
え
た
ま
ま
、

忍
び
寄
る
よ
う
に
し
て
近
づ
い
て
ゆ
く
。
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「
正
面
に
注
水
音
！
」

　

児
島
の
声
が
、
唐と

う

突と
つ

に
飛
び
込
ん
だ
。

　

敵
潜
が
哨
戒
艇
の
接
近
に
気
づ
き
、
急
速
潜
航
に
移
っ
た

の
だ
。

　

直
後
、
三
二
号
の
左
後
方
か
ら
一
条
の
光こ

う

芒ぼ
う

が
伸
び
た
。

　

三
一
号
の
艇
長
泉い

ず
み

田だ

健け
ん

次じ

郎ろ
う

大
尉
が
、
敵
潜
が
潜せ

ん

没ぼ
つ

す

る
前
に
仕し

留と

め
る
べ
く
、
照
射
を
命
じ
た
の
だ
。

「
目
標
、
正
面
の
敵
潜
水
艦
。
砲
撃
始
め
！
」

　

樫
原
が
大
声
で
命
じ
た
と
き
、
全
く
唐
突
に
、
複
数
の
閃せ

ん

光こ
う

が
左さ

舷げ
ん

前
方
に
ほ
と
ば
し
っ
た
。

「
敵
艦
、
左
四
五
度
、
五ゴ

〇マ
ル

（
五
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
！ 

数
は
二
隻
。
駆
逐
艦
ら
し
い
！
」

「
駆
逐
艦
だ
と
⁉
」

　

見
張
員
の
叫
び
声
を
聞
い
て
、
樫
原
は
悲
鳴
じ
み
た
声
を

上
げ
た
。

　

哨
戒
艇
と
駆
逐
艦
で
は
、
戦
闘
力
が
ま
る
で
違
う
。

　

三
一
号
、
三
二
号
は
、
一
二
セ
ン
チ
単
装
砲
二
基
を
搭
載

す
る
だ
け
で
、
他
に
は
二
五
ミ
リ
連
装
機
銃
一
基
、
単
装
機

銃
四
基
だ
け
だ
。
爆ば

く

雷ら
い

の
数
は
多
い
が
、
水
上
艦
艇
に
対
し

て
は
何
ほ
ど
の
役
に
も
立
た
な
い
。

　

一
方
、
米
駆
逐
艦
の
兵
装
は
、
一
二
・
七
セ
ン
チ
単
装
砲

を
四
基
か
ら
五
基
程
度
。
魚
雷
発
射
管
も
装
備
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
蘭
印
に
出
現
し
た
敵
艦
は
、
全
て
潜
水
艦
で
あ

り
、
日
本
側
も
対
潜
哨
戒
に
ば
か
り
力
を
入
れ
て
い
た
が
、

米
軍
は
水
上
艦
艇
ま
で
繰く

り
出だ

し
て
来
た
の
だ
。

　

敵
弾
の
飛ひ

翔し
ょ
う

音
が
大
気
を
震ふ

る

わ
せ
、
三
二
号
の
正
面
に

着
弾
す
る
。

　

炸さ
く

裂れ
つ

音
と
共
に
、
海
面
に
飛し

ぶ
き沫
が
上
が
り
、
艇
体
が
微か

す

か

に
振
動
す
る
。

「
三
一
号
、
三
二
号
、
右
に
回
頭
。
針
路
四
五
度
！
」

「
司
令
部
宛
、
緊
急
信
。『
敵
艦
見
ユ
。
位
置
、〝
ク
ー
パ
ン
〞

ヨ
リ
ノ
方
位
二
四
〇
度
、
七
五
浬
。
二フ

タ

二フ
タ

五ゴ

五ゴ

』」

　

樫
原
は
、
恐

き
ょ
う

慌こ
う

状
態
に
駆
ら
れ
て
叫
ん
だ
。

　

敵
潜
水
艦
を
仕
留
め
る
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
敵
駆
逐
艦
か

ら
逃
げ
延
び
る
こ
と
が
、
全
て
に
優
先
す
る
。

「
面お

も

舵か
じ

一
杯
。
針
路
四
五
度
！
」
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田
添
航
海
長
が
操
舵
室
に
命
じ
、
三
一
号
に
信
号
が
送
ら

れ
る
。

　

そ
の
間
に
も
、
敵
駆
逐
艦
が
二
度
目
の
砲
撃
を
行
い
、
発

射
炎
が
瞬
間
的
に
艦
影
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。

　

三
二
号
が
艇
首
を
右
に
振
り
始
め
た
と
き
、
敵
の
第
二
射

弾
が
落
下
し
た
。

　

左
舷
前
方
に
弾
着
の
飛
沫
が
見
え
た
が
、
す
ぐ
に
死
角
に

隠
れ
、
見
え
な
く
な
っ
た
。

　

艦
が
直
進
に
戻
っ
た
と
こ
ろ
で
、

「
両

り
ょ
う

舷げ
ん

前
進
全
速
！
」

「
主
砲
、
右
砲
戦
。
目
標
、
右
後
方
の
敵
駆
逐
艦
！
」

　

樫
原
は
、
二
つ
の
命
令
を
矢や

継つ

ぎ
早ば

や

に
発
し
た
。

　

三
一
号
、
三
二
号
の
速
力
は
、
最
大
一
八
ノ
ッ
ト
。
一
方

米
軍
の
駆
逐
艦
は
、
三
六
、
七
ノ
ッ
ト
を
発
揮
す
る
。

　

常
識
的
に
考
え
れ
ば
、
と
て
も
逃
げ
切
れ
る
も
の
で
は
な

い
が
、
テ
ィ
モ
ー
ル
島
の
西
南
西
に
は
、
ロ
テ
ィ
島
と
い
う

小
島
が
あ
る
。
こ
の
島
の
陰か

げ

に
隠か

く

れ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

敵
を
撒ま

く
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
は
ず
だ
。

　

右
前
方
に
は
、
三
一
号
の
姿
が
見
え
る
。
艇
尾
が
激
し
く

泡
立
ち
、
最
高
速
度
を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
の
後
部
に
発
射
炎
が
閃ひ

ら
めき
、
三
二
号
に
も
砲
声
が
轟と

ど
ろく
。

　

二
隻
の
哨
戒
艇
は
、
応
戦
を
開
始
し
た
の
だ
。

　

三
二
号
の
右
舷
正せ

い

横お
う

と
三
一
号
の
艦
尾
付
近
に
敵
弾
が
落

下
し
、
夜よ

目め

に
も
白
い
飛
沫
が
上
が
る
。

「
敵
距
離
四ヨ

ン

五ゴ

（
四
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
！
」

　

後
部
見
張
員
が
、
新
た
な
報
告
を
上
げ
る
。

「
全
艇
、
爆
雷
を
投と

う

棄き

せ
よ
！
」

　

重
大
な
こ
と
に
気
が
つ
き
、
樫
原
は
命
じ
た
。

　

三
一
号
、
三
二
号
は
、
後
部
に
爆
雷
六
〇
発
を
搭
載
し
て

い
る
。
こ
れ
に
敵
弾
が
命
中
し
、
誘ゆ

う

爆ば
く

を
起
こ
し
た
ら
、
轟ご

う

沈ち
ん

は
必ひ

っ

至し

だ
。

　

爆
雷
を
無
駄
に
捨
て
る
の
は
勿も

っ

体た
い

な
い
が
、
今
は
二
隻
の

哨
戒
艇
と
乗
員
を
無
事
に
連
れ
帰
る
こ
と
を
最
優
先
に
考
え

ね
ば
な
ら
な
い
。

　

前
を
行
く
三
一
号
の
艇
尾
か
ら
、
次
々
に
爆
雷
が
海
中
に

投
げ
落
と
さ
れ
、
白
い
飛
沫
が
さ
か
ん
に
上
が
る
。
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爆
雷
の
投
棄
に
当
た
っ
て
い
る
下
士
官
や
兵
は
、
生
き
た

心こ
こ

地ち

が
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
敵
弾
が
繰
り
返
し
飛
来
し
、
後

部
の
二
番
主
砲
が
砲
撃
を
繰
り
返
す
中
で
の
作
業
だ
。

「
頑
張
っ
て
く
れ
。
頼
む
。
頑
張
っ
て
く
れ
」

　

三
一
号
の
艇
尾
や
、
敵
弾
が
噴
き
上
げ
る
飛
沫
を
見
つ
め

な
が
ら
、
樫
原
は
呟つ

ぶ
やい

た
。
艇
長
と
し
て
は
、
届
か
な
い
声

援
を
送
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。

「
敵
距
離
四ヨ

ン

〇マ
ル

（
四
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
！
」

　

新
た
な
報
告
が
上
が
っ
た
直
後
、
三
一
号
の
後
部
に
爆ば

く

炎え
ん

が
躍お

ど

っ
た
。

　

塵ち
り

を
思
わ
せ
る
黒
い
も
の
が
多
数
、
艦
の
左
右
や
後
方
に

飛
び
散
る
様さ

ま

が
は
っ
き
り
と
見
え
た
。

　

砲
撃
を
続
け
て
い
た
二
番
主
砲
が
沈
黙
す
る
。
敵
弾
は
主

砲
を
直
撃
し
、
一
撃
で
爆
砕
し
た
よ
う
だ
。

　

炎
は
燃
え
盛
り
、
三
一
号
の
姿
を
赤
々
と
浮
か
び
上
が
ら

せ
て
い
る
。

　

そ
の
三
一
号
の
艦
尾
に
、
新
た
な
爆
発
光
が
閃
い
た
。

　

束つ
か

の
間ま

、
先
の
被
弾
に
よ
る
火
災
炎
が
、
一
〇
倍
以
上
の

大
き
さ
に
膨ふ

く

れ
上
が
っ
た
よ
う
に
見
え
た
。

　

次
の
瞬
間
、
轟ご

う

然ぜ
ん

た
る
炸
裂
音
を
残
し
て
、
三
一
号
の
姿

が
湧わ

き
起
こ
る
炎
と
黒
煙
の
中
に
消
え
た
。

「
や
ら
れ
た
…
…
！
」

　

樫
原
の
口
か
ら
呻う

め

き
声
が
漏も

れ
た
。

　

最
初
の
被
弾
は
、
三
一
号
の
二
番
主
砲
を
破
壊
し
、
火
災

を
起
こ
さ
せ
た
だ
け
に
留と

ど

ま
っ
た
が
、
二
発
目
の
直
撃
弾
が

致
命
傷
と
な
っ
た
。

　

艇
尾
に
命
中
し
た
敵
弾
は
、
ま
だ
投
棄
が
終
わ
っ
て
い
な

か
っ
た
爆
雷
を
い
ち
ど
き
に
誘
爆
さ
せ
た
の
だ
。

　

全
長
八
八
・
四
メ
ー
ト
ル
、
全
幅
七
・
九
メ
ー
ト
ル
、
基

準
排
水
量
九
四
〇
ト
ン
の
小
艇
な
ど
、
ひ
と
た
ま
り
も
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

三
二
号
は
、
針
路
も
速
度
も
変
え
る
こ
と
な
く
避ひ

退た
い

を
続

け
る
。

　

燃
え
盛
る
僚

り
ょ
う

艇て
い

を
横
目
に
見
、
火
災
煙
の
直た

だ

中な
か

を
突
っ

走
る
。

　

大
量
の
黒
煙
が
煙え

ん

幕ま
く

代
わ
り
に
な
っ
た
の
か
、
束
の
間
敵
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の
砲
撃
が
止
む
が
、
一
分
と
経
た
ぬ
う
ち
に
再
開
さ
れ
る
。

　

艇
の
後
部
か
ら
は
、
一
二
セ
ン
チ
砲
の
砲
声
が
断
続
的
に

聞
こ
え
る
が
、「
命
中
」
の
報
告
は
一
度
も
な
い
。

　

新
た
な
敵
弾
が
飛
来
し
、
三
二
号
の
右
舷
付
近
に
弾
着
の

飛
沫
が
上
が
っ
た
と
き
、

「
右
前
方
に
島
影
！ 

ロ
テ
ィ
島
の
よ
う
で
す
！
」

　

見
張
員
の
報
告
が
、
艦
橋
に
飛
び
込
ん
だ
。

　

樫
原
は
、
右
前
方
を
注
視
し
た
。

　

水
平
線
付
近
の
星
々
が
、
陸
地
の
影
に
よ
っ
て
遮さ

え
ぎら
れ
て

い
る
。
ロ
テ
ィ
島
の
稜

り
ょ
う

線せ
ん

だ
。

（
逃
げ
切
れ
る
か
も
し
れ
な
い
）

　

樫
原
の
胸
に
、
希
望
が
浮
か
ぶ
。

　

あ
と
少
し
、
島
陰
に
入
る
ま
で
の
間
、
直
撃
を
免ま

ぬ
かれ
れ
ば

い
い
の
だ
。
最
悪
の
場
合
に
は
、
座ざ

礁し
ょ
う
し
て
乗
員
だ
け
を

救
う
方
法
も
あ
る
。

「
航
海
長―

」

　

田
添
に
、
そ
う
声
を
か
け
た
と
き
だ
っ
た
。

　

敵
弾
の
飛
翔
音
が
背
後
か
ら
迫
り
、
急
速
に
拡
大
し
た
。

　

数
秒
後
、
衝

し
ょ
う

撃げ
き

が
三
二
号
の
艇
体
を
揺ゆ

る
が
し
、
炸
裂

音
や
破
壊
音
が
艦
橋
に
伝
わ
っ
た
。

「
砲
術
よ
り
艦
長
。
二
番
主
砲
損
傷
！ 

火
災
発
生
！
」

　

砲
術
長
坂ば

ん

東ど
う

明あ
き
ら

中
尉
が
、
切せ

っ

迫ぱ
く

し
た
声
で
報
告
す
る
。

「
消
火
急
げ
！
」

　

樫
原
は
、
わ
な
な
く
声
で
命
じ
た
。

　

後
部
で
生
じ
た
火
災
は
、
二
隻
の
敵
駆
逐
艦
に
と
り
、
格か

っ

好こ
う

の
射
撃
目
標
に
な
る
。

「
航
海
長
、
蛇だ

行こ
う

だ
！
」

　

樫
原
の
命
令
に
、
田
添
が
眼
を
剥む

い
た
。

「
そ
れ
で
は
、
敵
に
追
い
つ
か
れ
ま
す
！
」

「
敵
弾
を
か
わ
す
方
が
先
だ
！
」

「
分
か
り
ま
し
た
。
面
舵
！
」

　

田
添
が
操
舵
室
に
命
じ
た
と
き
、
新
た
な
直
撃
弾
炸
裂
の

衝
撃
が
、
旧
式
駆
逐
艦
を
改
装
し
た
哨
戒
艇
の
小
さ
な
艇
体

を
揺
る
が
し
、
き
し
む
よ
う
な
音
が
艦
橋
ま
で
届
い
た
。

　

直
撃
弾
の
衝
撃
が
収
ま
っ
た
と
き
、
樫
原
は
違
和
感
に
気

が
つ
い
た
。
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田
添
が
面
舵
を
命
じ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
三
二
号
は
左
舷

側
に
回
頭
を
始
め
て
い
る
。

「
も
し
や
…
…
」

　

樫
原
が
不ふ

吉き
つ

な
予
感
を
覚お

ぼ

え
た
と
き
、

「
艇
長
、
舵
故
障
！
」

　

田
添
が
、
血
の
気
の
引
い
た
顔
を
向
け
て
叫
ん
だ
。

「
駄だ

目め

か
…
…
！
」

　

樫
原
は
、
こ
み
上
げ
て
く
る
絶
望
に
喘あ

え

い
だ
。

　

艇
が
勝
手
に
回
頭
を
始
め
た
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、
舵
機
室

を
や
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
制
御
を
受
け
付
け
な
く
な
っ

た
舵
が
、
艇
を
勝
手
に
変
針
さ
せ
た
の
だ
。

　

人
力
操
舵
に
切
り
替
え
る
だ
け
の
時
間
は
な
い
。
三
二
号

の
運
命
は
、
決
ま
っ
た
も
同
然
だ
っ
た
。

　

回
頭
に
伴
い
、
死
角
に
隠
れ
て
い
た
敵
駆
逐
艦
が
、
視
界

に
入
っ
て
来
る
。

　

そ
の
艦
上
に
新
た
な
発
射
炎
が
閃
き
、
ご
つ
ご
つ
し
た
艦

橋
や
角
張
っ
た
主
砲
が
、
瞬
間
的
に
浮
か
び
上
が
っ
た
。

　

ほ
と
ん
ど
同
時
に
、
三
二
号
の
前
部
に
発
射
炎
が
閃
い
た
。

　

回
頭
に
伴
い
、
敵
艦
を
射
界
に
収
め
た
一
番
主
砲
が
、
砲

撃
を
始
め
た
の
だ
。

（
砲
術
長
は―

い
や
、
こ
の
艇
は
、
ま
だ
諦あ

き
らめ
て
い
な
い
。

駆
逐
艦
か
ら
哨
戒
艇
に
身
を
落
と
し
は
し
た
が
、
最
後
ま
で

戦
う
軍
艦
で
あ
り
続
け
よ
う
と
し
て
い
る
）

　

そ
ん
な
思
考
が
樫
原
の
脳の

う

裏り

を
よ
ぎ
っ
た
と
き
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
激
し
い
衝
撃
が
襲
い
か
か
り
、
艦
橋
内
の
全
員
が

な
ぎ
倒
さ
れ
た
。

　

―

樫
原
が
最
後
に
思
っ
た
通
り
、
三
二
号
の
一
番
主
砲

は
、
艦
橋
を
破
壊
さ
れ
た
後
も
、
な
お
砲
員
独
自
の
判
断
で

砲
撃
を
続
け
た
が
、
通
算
五
回
目
の
発
射
を
終
え
た
直
後
、

直
撃
弾
を
受
け
て
沈
黙
し
た
。

　

二
隻
の
米
駆
逐
艦
は
、
火
器
に
よ
る
抵
抗
も
、
回
避
も
で

き
な
く
な
っ
た
第
三
二
号
哨
戒
艇
に
、
な
お
も
砲
撃
を
浴
び

せ
続
け
た
。

　

三
二
号
は
三
一
号
の
よ
う
な
誘
爆
を
起
こ
す
こ
と
は
な
く
、

海
面
下
に
姿
を
消
す
ま
で
に
、
二
〇
分
ほ
ど
の
時
間
を
要
し

た
。
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ロ
テ
ィ
島
の
近
く
で
こ
の
日
行
わ
れ
た
水
上
砲
戦
は
、
参

加
艦
艇
が
哨
戒
艇
二
隻
だ
け
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
大
本
営

に
よ
る
公
称
が
定
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

こ
の
小
規
模
な
戦
闘
が
、
蘭
印
を
巡め

ぐ

る
長
い
戦
い
に
お
け

る
最
初
の
水
上
砲
戦
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
者
は
、
帝
国
海

軍
に
は
ま
だ
い
な
か
っ
た
。





第
二
章　

長
官
勇
退
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１

　

ハ
ッ
チ
を
開
け
る
と
同
時
に
、
熱
帯
圏
に
特
有
の
強

き
ょ
う

烈れ
つ

な
陽
光
が
差
し
込
ん
で
き
た
。

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
海
軍
に
所
属
す
る
潜
水
艦
「
ス
ピ
ア
フ

ィ
ッ
シ
ュ
」
の
艦
長
マ
イ
ケ
ル
・
ヴ
ォ
ー
ン
少
佐
は
、
ま
ぶ

し
さ
に
顔
を
し
か
め
な
が
ら
、
司
令
塔
の
上
に
上
が
っ
た
。

　

ジ
ャ
ワ
海
の
ほ
ぼ
中
央
。
ジ
ャ
ワ
島
北
岸
の
要
港
ス
マ
ラ

ン
の
北
、
約
一
三
〇
浬カ

イ
リの
海
域
だ
。

　

二
ヶ
月
余あ

ま

り
後
に
は
、
蘭
印―
オ
ラ
ン
ダ
領
イ
ン
ド
シ

ナ
を
巡
る
最
初
の
水
上
戦
闘
が
生せ

い

起き

す
る
こ
と
に
な
る
が
、

ヴ
ォ
ー
ン
も
、「
ス
ピ
ア
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」
の
ク
ル
ー
も
、
そ

の
よ
う
な
こ
と
を
知
る
由よ

し

も
な
い
。

　

現
在―

一
九
四
一
年
三
月
一
〇
日
の
時
点
で
は
、
蘭
印

で
行
動
中
の
合
衆
国
海
軍
艦
艇
は
、
潜
水
艦
以
外
に
は
存
在

し
な
か
っ
た
。

「
周
囲
に
は
、
艦
影
も
機
影
も
な
し
…
…
か
」

　

ひ
と
り
ご
ち
た
ヴ
ォ
ー
ン
に
、
続
け
て
上
が
っ
て
来
た
ビ

ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
兵
曹
長
が
言
っ
た
。

「
何
だ
か
、
拍

ひ
ょ
う

子し

抜ぬ

け
し
た
よ
う
な
気
分
で
す
な
。
こ
れ

だ
け
警
戒
が
緩ゆ

る

い
と
は
、
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

「
戦
勝
続
き
で
浮
か
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ん
な
、
ジ
ャ
ッ

プ
は
。
だ
か
ら
こ
そ
、
俺
た
ち
に
付
け
入
る
隙す

き

が
あ
る
っ
て

も
の
だ
が
」

　

―

昨
年
九
月
一
二
日
の
対
日
開
戦
以
来
、
合
衆
国
海
軍

は
、
敗
北
を
繰
り
返
し
て
き
た
。

　

開
戦
劈へ

き

頭と
う

の
ト
ラ
ッ
ク
環
礁
に
対
す
る
奇
襲
は
、
日
本
軍

の
待
ち
伏
せ
に
あ
っ
て
失
敗
に
終
わ
り
、
第Ｔ

Ｆ

２

二
任
務
部
隊
は

作
戦
に
参
加
し
た
レ
キ
シ
ン
ト
ン
級
巡
洋
戦
艦
六
隻
の
う
ち
、

三
隻
を
失
っ
て
敗
退
し
た
。

　

続
く
硫
黄
島
沖
海
戦
で
は
、
太
平
洋
艦
隊
司
令
長
官
ジ
ョ

ン
・
Ｏ
・
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
大
将
が
、
自
ら
主
力
の
戦
艦
部

隊
を
率ひ

き

い
て
、
日
本
海
軍
連コ

ン
バ
イ
ン
ド
・
フ
リ
ー
ト

合
艦
隊
に
正
面
か
ら
決
戦
を

挑い
ど

ん
だ
が
、
結
果
は
ト
ラ
ッ
ク
沖
海
戦
以
上
の
大
敗
と
な
り
、

戦
艦
八
隻
、
空
母
一
隻
、
巡
洋
艦
六
隻
、
駆
逐
艦
一
五
隻
を



★
ご
覧
い
た
だ
い
た
立
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読
み
用
書
籍
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